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仕様一覧表 

■ ヒステリシス曲線 

GH7

GH17

GH24

GH40

GH100

461/41

21

153/5

11

21

31

11

21

31

419/39

21

723/23

20.375

31.4

69

(7)

167

(17)

235

(24)

392

(40)

980

(100)

206

(21)

500

(51)

706

(72)

1176

(120)

2942

(300)

480

(49)

1166

(119)

1646

(168)

2744

(280)

6865

(700)

150

150

150

150

65

270

270

250

250

135

6

6

6

6

10

6

6

6

6

10

注記　1. 定格表は減速機単体の仕様値を表しています。 
　　　2. 許容出力回転数は稼働率によって発熱による制約を受ける場合があります。 
　　　　 1サイクル当たりの稼働率が50％を超える場合や、連続運転時の許容出力回転数を超えてご使用の場合は弊社へお問い合わせ下さい。 
　　　3. 慣性モーメントは減速機本体とインプットギヤを考慮した値です。インプットスプラインの慣性モーメントは含まれておりません。 

許容トルク 型番 
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0.440×10-4

0.233×10-4

0.173×10-4

1.751×10-4
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0.806×10-4

1.410×10-4
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35.5
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慣性モーメントI 
（I=GD2/4) 
入力軸換算値 
〔注3〕 

質量 

起動・ 
停止時 

瞬時最大 
間欠 
運転時 

連続 
運転時 

許容出力回転数 
〔注2〕 

起動、停止時には回転部の慣性トルクが付加され、定常時に

比べ大きな負荷トルクが減速機にかかります。この時の許

容値を“起動・停止時許容トルク”といいます。 

注意：常時かかるトルクが起動・停止時許容トルクを超え
　　　ないように使用してください。 

起動・停止時許容トルク 

非常停止や外部からの衝撃により大きなトルクが減速機に

かかる場合があります。この時の許容値を“瞬時最大許容ト

ルク”といいます。 

注意：瞬間的な過大トルクが瞬時最大許容トルクを超えな
　　　いように使用してください。 

1サイクル当たりの減速機の稼働率が50％を超えるような

運転パターン時の回転数許容値を“許容出力回転数［連続

運転時］”といいます。 

注意：減速機のケース温度が60℃以下となるような環境 
　　　および運転条件で使用してください。 

■ 許容モーメント線図 

最大トルクが減速機の定格トルク以下で、しかも1サイク

ル当たりの減速機の稼働率が30％を超えないような運転

パターン時の回転数の許容値を“許容出力回転数［間欠運

転時］”といいます。 

注意：減速機のケース温度が60℃以下となるような環境
　　　および運転条件で使用してください。 

定格トルク、定格出力回転数で運転した場合の寿命時間を

“定格寿命”といい、GH減速機の場合は6000Hrです。 

定格寿命 定格表〔注1〕 

GH7

GH17

GH24

GH40

GH100

133.3

156.9

152.1

198.1

262.0

155.3
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-
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型番 

N-m
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許容モーメント 
(Mo)

N
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許容スラストカ 
(W)

シャフト 
タイプ 
 

フランジ 
タイプ 
 

寸法α1

主軸受の容量 負荷モーメント 

瞬時最大許容トルク 

許容出力回転数［連続運転時］ 

外部荷重による負荷モーメントが減速機にかかる場合、こ

の時の許容値を“許容モーメント”といいます。また、ス

ラスト荷重の許容値を“許容スラスト力”といいます。 

注意：負荷モーメントとスラスト荷重が同時に作用する場合 
　　　は、許容モーメント線図の範囲内で使用してください。 

許容モーメント、許容スラスト力 許容出力回転数［間欠運転時］ 

入力軸を固定して、出力軸にトルクを加えるとトルクに応

じたねじれを生じ、ヒステリシス曲線を描きます。 
● b/aを“バネ定数”といいます。 
● 定格トルクの±3％におけるヒステリシス曲線幅の中間点 

　のねじれ角を“ロストモーション”といいます。 
● ヒステリシス曲線のトルク「ゼロ」におけるねじれ角を   

 “バックラッシ”といいます。 

剛性（バネ定数・ロストモーション）とバックラッシ 

■ シャフトタイプ 外部荷重線図 
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■ フランジタイプ 外部荷重線図 
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許容モーメント〔N-m〕 

Mc =｛W1×（α1＋L1）＋W2×L2｝×10-3 
Mc≦Mo

Mc：負荷モーメント（N-m） 

W1, W2：荷重（N） 

（α1＋L1) , L2：荷重作用点迄の距離（mm） 

L1：出力軸取付面から荷重点迄の距離（mm） 

-100％ ＋100％ 

定格トルク 

バックラッシ 

定格トルク 

±3％定格トルク 

ロストモーション 

ね
じ
れ
角 

b

a




